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研究成果の概要（和文）：　これまでの研究で，肌色がアイシャドウ色に同化して見える可能性を示した。これ
は，人体上に起こる錯視のエコー錯視の一例と考えられる。本研究は，この肌色誘導現象の特徴を明らかにし，
化粧法の提言を行った。研究法としては，平均顔CGを用い，主に一対比較法，調整法と恒常法で測定した。
　結論として，１）アイシャドウや口紅で，肌の黄みや赤み，明るさは違って見え，基本的に化粧料色と同方向
に変化する，２）アイシャドウの効果は，目周りで強く起きる，３）口紅の効果は，顔のより広範囲に及ぶ，
４）口紅は，その赤みが肌を白く見せ，最大ΔE*＝２の可能性がある，５）本現象は知覚現象であり，化粧の美
的印象とは別の事象である。

研究成果の概要（英文）：Our previous study shown that perceptual complexion tended to assimilate to 
colors of eye shadow. This effect can be one of biological illusion or echo illusion. The purpose of
 present study was to reveal the features of phenomenon and to propose a suggestion as a makeup 
method. An averaged face was used to make stimuli of make up. A paired comparison, method of 
adjustment, and constant method were applied to measure the effect by make up like eyes shadows and 
lipsticks.
We got 5 main conclusions; 1) Complexion perceptually changes its redness, yellowness, and lightness
 by eyes shadows and lipsticks, which direction of change is generally assimilation; 2) Effect of 
eye shadows occurs around eye area; 3) Effect of lipsticks cover a widespread area; 4) Lightness 
effect by reddish lipstick is caused by its redness, whose effect size is about ΔE*=2; 5) Induction
 of complexion by makeup is one of perceptual phenomena and is different from aesthetic impression 
of makeup.

研究分野：知覚心理学

キーワード： 色　化粧　人体錯視
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

化粧は，主に女性が行い美容業界のみのテ
ーマだという認識はあまり適当ではない。化
粧のはたらきの中には，自己維持機能や対人
相互機能，社会性も認められている[1]。高
齢者における生活の質の向上[2]にも示され
るように，化粧は人が社会とつながるための
重要なコミュニケーション・ツールである。
たとえば肌色は，男女を問わず，美醜以外に
も性格や健康，社会的地位を示唆するという
研究[3]がある。そして肌色は，化粧によっ
て変えられる。肌色を変えて望ましい自分を
演出することは，個人が充実した社会生活を
営む上で軽視できない。また，写真やテレビ
などでの対象再現に関連し，肌色再現あるい
は望ましい肌色の表現も研究されてきてい
る[4]。このように化粧とは，人文・社会科
学，工学などでも研究対象となる学際的テー
マといえる。 

肌色の見えは，ファンデーションだけでな
く，アイシャドウや口紅といったポイント・
メーキャップによっても変えることができ
る。研究代表者らは，これまでの研究から，
色相に関してはポイント・メーキャップに肌
色が同化する傾向を確認している。たとえば，
典型的なアイシャドウ色を塗布した平均顔
画像の肌色が，黄み—赤みの次元でどう変化
するかを調整法により測定した[5]。顔画像
の肌色は，標準的な色の他，赤みが強いもの
と黄みが強いものを用意し，肌色だ円と比較
させた。その結果，顔画像とだ円を交互に呈
示した場合，黄み肌と赤み肌では，赤・桃・
紫という赤成分を含むアイシャドウを塗布
した場合，肌色は見た目の赤みを増した。つ
まり，赤系アイシャドウへの肌色の同化効果
が一部確認された。 

肌色のアイシャドウへの同化効果は，人体
上に起こる錯視（biological illusion）の
一例と考えられる[6]。近年，服装や化粧に
より，人体部位の大きさや形が実際とは異な
って見える現象が系統的に研究されている
[6]。これらの錯視は，錯視量が小さい割に
大きな印象変化を与えること，幾何学図形で
は対比が起こる配置に近いが実際は同化が
起こるなど，幾何学的錯視研究の知見とは異
なったものが得られている。たとえば，顔パ
ーツ位置などを変化させると，物理的には同
じ顔輪郭が違った大きさに見える。ある部分
の形が，木霊のように隣接部分にも伝播して
見えることから，これらの錯視はエコー錯視
とも呼ばれる。エコー錯視は，これまで主に
形や大きさで確認されており，肌の色につい
ては，研究代表者ら以外の研究では，デコル
テの影響を受けた明るさ変化の報告が一件
あるのみであった [7]。 

以上より，化粧料による肌色誘導現象は，
望ましい肌色の再現という実践的問題のみ
ならず，エコー錯視研究としても価値がある
と考えられる。 

２．研究の目的 

本研究の目的は，アイシャドウや口紅など
による化粧で引き起こされる肌色の変化の
法則を明らかにし，わかりやすい化粧ルール
をコミュニケーションデザインの一例とし
て具現化することにある。顔の色の黄みや赤
みを抑えたり，白さを増したりという，一般
的に望ましいとされる肌色を誰もが容易に
実現できるよう，研究結果は具体的な化粧方
法として示される。 

人体上に起きる錯視現象の研究自体，いま
だ研究事例が少なく，研究価値は高い。さら
に，本研究はこれまであまり検討されていな
い色を扱っている分，独自性・創造性は強い。
化粧による肌の見えの説明理論が確立され
れば，実務的にも大きなメリットがある。 

３．研究の方法 

本研究では平均顔画像を使って，画像作成
ソフトにより，肌色の明るさ・赤み・黄み
（L*a*b*）を系統的に変化させた。化粧は，
アイシャドウと口紅とし，実際に使われる色
を参考にしつつ，こちらも明るさ・赤み・黄
み（L*a*b*）を系統的に変化させ，顔刺激を
作成した。 

判断方法は，一対比較及び心理物理学的測
定法の調整法とした。判断は，肌色の見た目
の明るさ，赤み，黄み，について主に行った。
見た目の印象についても，複数項目で測定を
行った。 

最終実験では，知覚的肌色変化が具体的に
どの程度かを明らかにするため，心理物理学
的測定法のうち恒常法を用いて，測定した。 

４．研究成果 

（１）口紅の効果について 

研究代表者らのこれまでの研究から，アイ
シャドウで，肌色が化粧料に同化して見える
可能性が示された。同様の効果が口紅を用い
た場合でも起きるかを調べたところ，色味に
関しては同化効果が確認されたが，肌の明る
さに関しては，同化とも対比とも判断できな
い現象が起きていたことがわかった。そして，
「口紅で肌が赤く見えると，明るくも見える」
ことが示唆された。以下，詳細に記す。 

実験条件は，肌の明るさ，色味と口紅色と
した。肌の明るさは，先行研究[8]を参考に，
明るいものと暗いものの２段階を用意した。
色味は，アイシャドウ実験と同様に，赤み肌
と黄み肌の２種類を用意した。したがって，
肌色は全部で４種類となった。口紅色は，プ
ロのメーキャップアーティストの意見を参
考に，モデレートトーンの赤，桃，橙，紫の
４種類を用意した。なお，それぞれの肌色で，
口紅なしの顔刺激も用意し，評価対象とした。 

評価は，赤み肌における肌の見た目の赤み，
黄み肌における肌の見た目の黄み，そしてそ
れぞれの肌における見た目の明るさについ
て行った。女子学生 23 名が，一対比較法に



より，これらの評価項目について回答した。

赤み肌の見た目の赤みについては，元の肌
色の明るさに関係なく，赤，桃，橙の口紅を
塗布した場合で，肌は赤く見えた。紫の口紅
では，口紅なしの肌色との見た目の変化は起
きなかった。黄み肌の見た目の黄みについて
は，元の肌色の明るさに関係なく，橙の口紅
を塗布した場合，口紅なしの肌色より黄みが
強く見えた。また，明るい黄み肌では，赤，
桃，紫口紅を塗布すると，口紅なしの肌色よ
り黄みが抑えられて見えた。以上より，赤み
が強い色の口紅を塗布すれば肌は赤く見え，
黄みが強い
口紅による肌色同化効果が確認された。

肌の見た目の明るさについては，
がなにであっても，桃と赤の口紅は，口紅な
しの肌色よりも肌を明るく見せた。また，橙
口紅も，明るい赤み肌以外で，口紅なしの肌
色よりも肌を明るく見せた。紫口紅には，見
た目の肌色を明るくする効果がみられなか
った。
赤口紅は桃口紅より物理的に暗く，紫口紅に
近い明度だった。このことから，「見た目の
肌色は明るい口紅をつけると明るくなる」と
も「暗い色の口紅をつけると明るくなる」と
もいえない。つまり，同化とも対比とも言い
切れない現象となった。

この口
みと関係があることがわかる
ると，明るく見える，ということだ。
実験刺激とは別に作成した，明るい黄み肌の
口紅なし，桃口紅塗布，赤口紅塗布の刺激で
ある。
は血色良く明るく見えることがわかる。
り，口紅の物理的明度は決定因ではなく，肌
を赤く見せる効果があるかどうかが重要で
ある。同様の結果は，別の研究者からも報告
がある

（２）アイシャドウの効果につ

 アイシャドウによる肌色同化現象につ
いて，発生範囲と顔での特異性を確認する実
験を行った。その結果，赤みのあるアイシャ
ドウで肌は赤みを帯びて見え，赤みのないア
イシャドウでは
う，これまでと同様の同化効果がまず確認さ
れた。しか
強く起き，アイシャドウ塗布部位から離れた
ところでは起きにくいことも示された。その
一方で，顔ではない幾何学図形刺激では同様

より，これらの評価項目について回答した。

赤み肌の見た目の赤みについては，元の肌
色の明るさに関係なく，赤，桃，橙の口紅を
塗布した場合で，肌は赤く見えた。紫の口紅
では，口紅なしの肌色との見た目の変化は起
きなかった。黄み肌の見た目の黄みについて
は，元の肌色の明るさに関係なく，橙の口紅
を塗布した場合，口紅なしの肌色より黄みが
強く見えた。また，明るい黄み肌では，赤，
，紫口紅を塗布すると，口紅なしの肌色よ
り黄みが抑えられて見えた。以上より，赤み
が強い色の口紅を塗布すれば肌は赤く見え，
黄みが強い口紅は肌の黄みを強めて見せる，
口紅による肌色同化効果が確認された。

肌の見た目の明るさについては，
がなにであっても，桃と赤の口紅は，口紅な
しの肌色よりも肌を明るく見せた。また，橙
口紅も，明るい赤み肌以外で，口紅なしの肌
色よりも肌を明るく見せた。紫口紅には，見
た目の肌色を明るくする効果がみられなか
った。桃口紅は物理的に最も明るい口紅で，
赤口紅は桃口紅より物理的に暗く，紫口紅に
近い明度だった。このことから，「見た目の
肌色は明るい口紅をつけると明るくなる」と
暗い色の口紅をつけると明るくなる」と
もいえない。つまり，同化とも対比とも言い
切れない現象となった。

この口紅の肌の明るさへの効果は，肌の赤
みと関係があることがわかる
ると，明るく見える，ということだ。
実験刺激とは別に作成した，明るい黄み肌の
口紅なし，桃口紅塗布，赤口紅塗布の刺激で
ある。これをみても，唇が赤くなると，肌色
は血色良く明るく見えることがわかる。
り，口紅の物理的明度は決定因ではなく，肌
を赤く見せる効果があるかどうかが重要で
ある。同様の結果は，別の研究者からも報告
がある[9]。 
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り黄みが抑えられて見えた。以上より，赤み
が強い色の口紅を塗布すれば肌は赤く見え，

口紅は肌の黄みを強めて見せる，
 

元の肌色
がなにであっても，桃と赤の口紅は，口紅な
しの肌色よりも肌を明るく見せた。また，橙
口紅も，明るい赤み肌以外で，口紅なしの肌
色よりも肌を明るく見せた。紫口紅には，見
た目の肌色を明るくする効果がみられなか
桃口紅は物理的に最も明るい口紅で，

赤口紅は桃口紅より物理的に暗く，紫口紅に
近い明度だった。このことから，「見た目の
肌色は明るい口紅をつけると明るくなる」と
暗い色の口紅をつけると明るくなる」と
もいえない。つまり，同化とも対比とも言い

紅の肌の明るさへの効果は，肌の赤
。肌が赤く見え
図１は，

実験刺激とは別に作成した，明るい黄み肌の
口紅なし，桃口紅塗布，赤口紅塗布の刺激で
これをみても，唇が赤くなると，肌色

つま
り，口紅の物理的明度は決定因ではなく，肌
を赤く見せる効果があるかどうかが重要で
ある。同様の結果は，別の研究者からも報告

アイシャドウによる肌色同化現象につ
いて，発生範囲と顔での特異性を確認する実
験を行った。その結果，赤みのあるアイシャ
ドウで肌は赤みを帯びて見え，赤みのないア

反対の効果が得られるとい
う，これまでと同様の同化効果がまず確認さ

しこの肌色誘導現象は，目周りで
強く起き，アイシャドウ塗布部位から離れた
ところでは起きにくいことも示された。その
一方で，顔ではない幾何学図形刺激では同様

の効果は得られず，アイシャドウによる肌色
の同化現象は，顔特有のものであることが示
された。以下，詳細に記す。

明るい黄み肌の顔刺激を用い，肌色の血色
の良さを女子学生
せた。顔刺激に塗布したアイシャドウは，赤，
橙，黄，緑，青の５色で，アイシャドウなし
を含めた５つを標準刺激とした。比較刺激は
３種類あり，それぞれで，血色を増減させた
９段階の刺激を
分のみの顔，頬部分のみの顔，顔全体，であ
る。血色の増減は，刺激の
い，黄み成分

その結果，比較刺激に目周り部分を用いた
ときは，赤と橙アイシャドウで肌色は有意に
血色がよく見え，黄と緑アイシャドウは有意
に悪くした。そして，すべてのアイシャドウ
で，アイシャドウなしのときに比べて見た目
の肌色は，
刺激の場合は，黄と緑のアイシャドウが有意
に肌の血色を悪く見せ，青でも
超えた。しかし，頬部分を比較刺激とした場
合は，アイシャドウなしと有意に血色を異に
したアイシャドウはなく，
たアイシャドウは赤だけだった（
まり，顔全体で測った場合でも，実際に実験
参加者は目周りを見て判断していた可能性
が示された。

以上より，物理的に赤み成分を含むアイシ
ャドウは
を含まないアイシャドウは血色を悪くする
が，その効果は目周りに限定的である可能性
があるといえた。

アイシャドウと物理的に同じ色の図形刺
激を肌色長方形に置いて（図２），地の肌色
の赤みの見えがどう変化するかも実験した。
その結果，いずれの色も，地の肌色の見た目
の赤みに影響を与えなかった。このことから，
上記アイシャドウの同化効果は，化粧という
顔に施される色において初めて発生する，顔
特有の現象であることが示された。
理的には同色でも，図形刺激で表現されると
彩度が低下して見えることもわかった。
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があるといえた。

アイシャドウと物理的に同じ色の図形刺
激を肌色長方形に置いて（図２），地の肌色
の赤みの見えがどう変化するかも実験した。
その結果，いずれの色も，地の肌色の見た目
の赤みに影響を与えなかった。このことから，
上記アイシャドウの同化効果は，化粧という
顔に施される色において初めて発生する，顔
特有の現象であることが示された。
理的には同色でも，図形刺激で表現されると
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特有の現象であることが示された。
理的には同色でも，図形刺激で表現されると
彩度が低下して見えることもわかった。
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激を肌色長方形に置いて（図２），地の肌色
の赤みの見えがどう変化するかも実験した。
その結果，いずれの色も，地の肌色の見た目
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本研究で中心的に検討しているのは，見か
けの肌色の変化という知覚現象である。しか



し，化粧である以上審美性も問題になるので，
その点と肌色誘導現象の関係も検討した。結
論として，肌色誘導現象は純粋な知覚現象の
類いであり，より普遍的様相を呈する。一方，
審美性に関わる部分は，独立した別の認知現
象と考えられた。 

まず，アイシャドウ顔の印象について，20
代女性 92 名に該当する評価語を選ぶ形式で
印象評価を行わせた。刺激は，赤み肌と黄み
肌に，まんべんなく色相を網羅した 11 色ア
イシャドウを塗布した刺激であった。その結
果，元の肌色によって評価が異なる色がある
ことがわかった。たとえば，緑系アイシャド
ウは黄み肌で評価が高く，青系は赤み肌で評
価が高かった。赤アイシャドウは赤み肌では
若々しいとされたが，黄み肌では派手という
評価になった。 

(2)までで述べた肌色の化粧料への同化誘
導現象は，元の肌色に左右されることがあま
りない。効果の高低に差は出ても，逆方向（起
きる・起きないなど）の変化はない。したが
って，肌色誘導で知覚的に感じられる肌色が
変化することと，それらがどのような印象を
与えるかは別の問題である。審美性が求めら
れる化粧では，肌の色がどう見えるかだけで
はなく，それが他者からどう評価されるかま
で考えねばならない。 

化粧料への同化誘導現象が知覚現象であ
る証拠は，評定者の性差を検討した実験から
も明らかとなった。(2)までで述べた実験で
は，評定者は常に 20 代女性であった。そこ
で，アイシャドウ顔の評価実験を，男女 10
名ずつに順位法で行わせた。判断項目は，肌
の赤みと黄み，美しさである。結果として，
肌色の評価で男女差は出なかった。これまで
の実験と同様の，アイシャドウによる肌色誘
導が評定者の性別に関わらず確認され，より
普遍的で価値判断の入りにくい知覚現象で
あることが示された。 

その一方で，美しさの評価には男女差がみ
られた。男性では，「美しくない」とされた
黄アイシャドウ以外のアイシャドウを塗布
した顔の評価がほとんど同じになった。しか
し女性では，各アイシャドウ顔の評価に差が
出ており，弁別されていることがわかった。
このように，化粧の審美性にかかわる判断で
は，評定者の影響が出ることが示され，改め
て，本現象の知覚的特性と審美的特徴の独立
性が示された。 

（４）効果の量 

これまでの研究で，アイシャドウや口紅に
よって肌色の見た目が変化する，肌色誘導現
象が確認されてきたが，具体的な変化量の測
定ができていなかった。最終実験ではその測
定を試みたが，実験機器の不具合のため，得
られた値は暫定値である。その一方で，本現
象がたしかに存在する証拠も得られた。 

黄み肌と赤み肌に，アイシャドウは赤，黄，

緑，青，なしの５色，口紅は赤，桃，橙，な
しの４色を用意し，恒常法にて，肌の血色の
良さ（赤み）を女子学生 10 名に判断させた。
標準刺激は上記の化粧顔 18，比較刺激は頬の
部分のみを呈示し赤みを９段階で調整した
ものを，黄み肌と赤み肌で用意した。この実
験条件では，アイシャドウでは明確な肌色誘
導現象は起きないが，口紅では起きることが，
これまでの実験から予想された。 

１台の PC 上で標準刺激と比較刺激を横に
並べ，左右位置を相殺させて実験を行った。
しかし実験後に，画面の左右で呈示色に物理
的に差があることがわかった。画面左側が，
より明るく赤く黄みが低く呈示されていた。
つまり，標準刺激が右側に呈示される場合は，
比較刺激より物理的に赤みが低い状態にあ
った。なお，この色の差は，指摘されなけれ
ば気づかない程度のものであり，実際参加者
から疑問が呈されることはなかった。したが
って，この条件で参加者が「標準刺激の方が
比較刺激よりも血色がよい」という判断をし
たとすれば，その参加者の判断は信頼性が疑
われる。 

結果は，標準刺激右呈示の際には，多くの
場合参加者がこの化粧顔の方を「赤い」と選
ぶことはなかった。したがって，参加者は肌
の赤み判断をランダムにもしくはいい加減
に行っていたわけではなく，適切に判断して
いたことがわかった。そして，起きるはずの
ない条件下では化粧による肌色誘導現象が
確かに起きなかったことは，逆説的に，この
現象が存在することを示すものと考える。 

一方，標準刺激が左側呈示の場合は，化粧
なしの肌色が比較刺激系列の中央のものと
ほぼ同じ色で，実験条件として肌色誘導現象
が確認されるはずのものであった。実際，口
紅では確認されている。統計的に有意な誘導
現象が起きた赤口紅では，口紅なしのΔE*は，
黄み肌で 1.08，赤み肌で 2.05 であった。の
値は，彩度の低い肌色では色の差として認識
可能なものと考えられる[注 10]。 

 アイシャドウ顔では予想通り，肌色にかか
わらず，メイクなしより有意に血色がよいと
判断された色がなかった。先行研究より，ア
イシャドウによる肌色の知覚的変化は，目周
りで強く起きるが，頬までは及ばないことが
示されており，その結果に一致する。 

 

（５）結論と今後の展望 

本研究で明らかになった化粧による肌色
誘導現象についてまとめると，以下のように
なる。 

① 肌色は，アイシャドウや口紅によっても，
黄みや赤み，明るさが違って見え，基本
的に化粧料の色と同方向の変化となる。 

② アイシャドウの効果は，目周りで強く起
きる。 



③ 口紅の効果は，頬の部分など，顔のより
広範囲に及ぶ。 

④ 口紅は，その赤みが肌を白く見せ，最大
２程度のΔE*の可能性がある。 

⑤ 本現象は知覚現象であり，化粧の美的印
象とは別の事象である。 

以上をふまえ，化粧実践の際には，使う化
粧料の色味を検討する必要があるだろう。 

今後は，恒常法による効果の程度の測定の
精度を上げることと，肌色誘導現象の審美性
の検討として，化粧料彩度の影響を確認する
必要がある。 

身体錯視は，従来研究されてきた幾何学的
錯視とは異なる現象であるが，肌色誘導現象
は，明度では同化とも対比ともいえぬ効果が
あり，彩度は不明であるので，身体錯視のう
ちのエコー錯視とは明言できない。一方，化
粧業界には同系色メイクと反対色メイクと
いう正反対の主張があるが，これは肌色誘導
現象を色の三属性で整理すれば一貫した説
明ができるのではないかと考える。 

同系色メイク法では，黄み肌であれば茶や
橙など黄成分を含んだメーキャップ化粧を，
赤み肌であれば桃や青など（黄を含まない）
青成分の強い化粧を推奨している注）。この
方法の主張では，黄み肌が反対色である青な
どの色を塗布すると，元の肌色の黄みが対比
効果によって強調され，よくないとしている。
一方の反対色メイク法では，肌色とは反対の
色の化粧を施すことにより，元の肌色が目立
たなくなるという。ちなみに，化粧の一般常
識としては，反対色メイク法よりも同系色メ
イク法の方が，広く受け入れられている。 

本研究では，アイシャドウや口紅の色相に，
肌色が同化する傾向があることが示された。
したがって，元の肌色がなんであろうと，赤
成分が強い化粧は肌を赤く見せる。黄み肌に
ピンクのアイシャドウを塗布しても，肌の黄
みが増して見えることはない。反対色メイク
法がいうように，肌はむしろ反対の赤み，つ
まり血色が増して見え，理想的な肌色に見え
るはずだ。ではなぜ，同系色メイク法のよう
な主張があるのか？ 

そこに，彩度の影響を考えた。図２に示し
たように，化粧色は人の顔の上では鮮やかに
見える可能性がある。元の肌色の違いによっ
て，化粧色の見た目の鮮やかさは変わるので
はないだろうか？顔の上に，本来ない色があ
れば，違和感が感じられて当然だ。以上のこ
とから，まず彩度の問題を明確にし，最終的
に色の三属性と化粧の関係を解く必要があ
るだろう。 
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